
 

 

 

 

第７回沼津市議会定例会 

 

一 般 質 問  

 

＊ 一般質問は、「一括質問一括答弁方式」、「一問一答方式（一問一答及び複合）」により実施し

ます。 

・「一括質問一括答弁方式」：通告した全ての質問を１回目に行い、答弁に対する再質問として２

回目及び３回目の質問を行う。 

・「一問一答」：通告に沿って１回目から、全て一問一答により質問を行う。 

・「複合」：１回目は一括質問一括答弁方式で行い、２回目以降から一問一答に切り替えて行う。 

 

令和２年１２月７日、８日、９日 

順番 氏 名 要 旨 
答 弁 を 

求める者 

１ ２番 

村 木   豊 

 

＊一括方式 

１ 臨時休校時の小中学校の対応について 

 ⑴ 家庭学習教材の配付及び学習状況の把握 

⑵ 形を変えて開催した小中学校卒業式の評価 

 ⑶ 児童生徒の安否確認結果とその評価 

 ⑷ 児童生徒の学習の遅れに対する認識と対策 

 ⑸ 沼津寺子屋開催事業と地域の取組に対する 

評価 

２ ＧＩＧＡスクール構想の本市の対応について 

 ⑴ 学習端末の運用方法 

 ⑵ 学習端末を利用したＩＣＴ教育の目標 

 ⑶ 学習端末を特別支援分野で活用する考え 

 ⑷ ＩＣＴ教育を担う教職員のスキルアップ計 

  画 

 ⑸ ＩＣＴ教育を支えるために学校を支援する 

体制 

 ⑹ 本市所有の文化資源をデジタル化する考え 

教 育 長 

関係部長 

令和 2 年 12 月 8 日、全議員から通告の取下げの申し出があり、議長の下で許可されました 



 

 

順番 氏 名 要 旨 
答 弁 を 

求める者 

２ １番 

浅 田 美重子 

 

＊一括方式 

１ 持続可能な図書館運営について 

⑴ 休館後の利用者の状況と、コロナ禍での図 

書館機能維持の取組 

⑵ 電子書籍導入の効果と課題 

⑶ 学校図書館等との連携 

⑷ 多様化したサービスに応じた職員の資質向 

上策 

２ 「主体的・対話的で深い学び」を推進するた 

めの取組について 

 ⑴ 特別な配慮を必要とする児童生徒に係る理 

解啓発の推進 

  ① 小中学校における理解啓発活動の現状と 

その課題 

 ② 青少年教育センター、教職員研修センタ 

ーでの取組 

 ⑵ 学力・学習状況調査について 

  ① 学力・学習状況調査の実施状況と課題 

  ② 学力と非認知能力向上のための取組 

  ③ 新形式の学力・学習状況調査の導入 

市 長 

教 育 長 

関係部長 

３ ８番 

霞   惠 介 

 

＊一括方式 

１ 教育行政について 

⑴ 入院療養時の学習支援について 

 ① 院内学級（病弱・身体虚弱特別支援学 

級）の設置医療機関と在籍人数 

② 対象児童生徒の入級の条件と入級学年の 

範囲 

③ 入院療養時の学習支援の現状と今後の具 

体的な取組 

⑵ 発達障害児支援について 

 ① 小中学校における早期発見・早期対応へ 

の取組と幼稚園・保育園との連携及び現状 

 ② 増加傾向にある発達障害児への教育施策 

 ③ 小中学校間の特別支援教育コーディネー 

ターの連携 

２ 新生児聴覚スクリーニング事業について 

 ⑴ 新生児聴覚検査について 

  ① 本市の検査実施状況（出生数・受診者 

数）と未受診の理由と保護者への対応 

  ② 受診率向上へ向けた取組と受診費用への 

対策 

  ③ 要再検児の保護者への支援・指導 

市 長 

教 育 長 

関係部長 



 

 

順番 氏 名 要 旨 
答 弁 を 

求める者 

４ 23番 

梶   泰 久 

 

＊一括方式 

１ 予防接種の再接種助成について 

 ⑴ 予防接種の再接種に対する助成の制度化 

２ 地域防犯ボランティアの人材確保について 

 ⑴ 地域防犯ボランティアの確保に向けた取組 

⑵ 青色防犯パトロールへの協力 

３ 青少年のスポーツ施設利用促進策について 

 ⑴ スポーツ施設使用料金の見直し 

市 長 

関係部長 

５ 24番 

渡 部 一二実 

 

＊一括方式 

１ 本市の押印廃止（脱ハンコ）へ向けた取組状 

況について 

⑴ 経済4団体が主張したテレワークの障害と 

なる行政手続の規制・制度等（書面主義・押 

印原則・対面主義）の見直しに関する認識に 

ついて 

⑵ 市の業務に係る文書への押印の必要性及び 

押印廃止の取組について 

 ① 市民から提出される文書 

 ② 市長印等の公印を押印する文書 

 ③ 決裁文書等の内部文書 

⑶ 近未来の完全電子申請への対応について 

２ 本市水道事業への水道スマートメーター導入 

について 

 ⑴ 水道スマートメーターに関する認識につい 

  て 

  ① スマートメーター導入のメリットとデメ 

リット 

  ② 他市のスマートメーター導入状況 

  ③ スマートメーター導入を阻害している要 

   因 

⑵ 水道スマートメーター設置のコスト削減策 

に関する認識について 

① 厚生労働省の交付金の有効活用 

② 他の水道事業者との広域連携 

③ 電気・ガス事業者との共同検針 

⑶ 中長期的視点に立った水道スマートメータ 

ー導入の可能性について 

市 長 

関係部長 

 



 

 

順番 氏 名 要 旨 
答 弁 を 

求める者 

６ 25番 

渡 邉 博 夫 

 

＊一括方式 

１ 本市小中学校における「ｗｉｔｈコロナ」下 

の学校運営について 

 ⑴ 学校運営の現状と対応について 

 ⑵ 児童生徒及び教職員の心身の状況について 

 ⑶ 長期化を見据えた今後の学校運営方針につ 

いて 

２ 本市の行財政運営を取り巻く現状と課題につ 

いて 

 ⑴ 多様な課題に対応した行政運営について 

  ① 国連が掲げる持続可能な開発目標（ＳＤ 

Ｇｓ）の推進 

  ② ダイバーシティー（多様性）の推進 

  ③ デジタル技術の活用 

 ⑵ 財政運営の現状と課題について 

  ① 財政状況の分析と財政の健全性 

  ② 財政運営上の課題とその対応 

⑶ 新型コロナウイルス感染症の影響とその対 

応について 

市 長 

教 育 長 

関係部長 

７ 11番 

井 原 三千雄 

 

＊一括方式 

１ 愛鷹山麓の新たなステージと今後の展望につ 

いて 

⑴ 愛鷹山麓の沼津の宝としての認識と農業の 

現状について 

 ① 愛鷹山麓の資産についての認識 

 ② 愛鷹山麓のお茶を中心とした農業の現状 

 ⑵ 産業集積検討区域の土地利用の取組と今後 

の方向性について 

  ① 計画する産業集積検討区域の土地利用に 

ついての考え方 

  ② 同地域に予定されている都市計画道路片 

浜池田線など道路整備への取組 

 ⑶ 愛鷹山麓の都市基盤整備と将来像について 

  ① 多くの重要な都市基盤整備事業が計画さ 

れている愛鷹山麓及び周辺地域におけるま 

ちづくりの今後の展望 

  ② 第5次沼津市総合計画の計画期間である 

10年後の愛鷹山麓の将来像 

市 長 

関係部長 

 



 

 

順番 氏 名 要 旨 
答 弁 を 

求める者 

８ 10番 

市 川 道 隆 

 

＊一括方式 

１ 新中間処理施設整備について 

 ⑴ 沼津市新中間処理施設整備基本計画の見直 

しについて 

  ① 令和2年度の取組内容とその進捗状況 

 ⑵ 新中間処理施設整備に向けて 

  ① 今後の取組内容 

  ② 今後のスケジュール 

 ⑶ 新中間処理施設の活用について 

２ 本市のＭＩＣＥ事業について 

 ⑴ プラサヴェルデの利用状況及びＭＩＣＥに 

よる地域経済への波及効果 

 ⑵ コロナ禍における催事等のキャンセルに伴 

うプラサヴェルデの指定管理者や利用者に対 

する本市の対応 

 ⑶ 大規模イベントや会議等の誘致に向けた今 

後の取組及びＭＩＣＥ産業に対する認識 

市 長 

関係部長 

９ ５番 

小 泉 宣 子 

 

＊一括方式 

１ 子供の教育の充実について 

 ⑴ 学校教育 

  ① 小中学校における各種支援員 

   ア 配置数と活用状況 

   イ 効果と課題への認識 

  ② 特別支援教育 

   ア 教員のスキル向上とサポート体制 

  ③ 不登校児童生徒 

   ア 実態と進路状況 

   イ 進路未決定児童生徒へのサポート 

  ④ スクールソーシャルワーカー 

   ア 配置数と活用状況 

   イ 効果と課題への認識 

市 長 

教 育 長 

 



 

 

順番 氏 名 要 旨 
答 弁 を 

求める者 

１０ 20番 

長 田 吉 信 

 

＊一括方式 

１ 国の進める行政手続の見直しについて 

 ⑴ 行政手続における押印廃止と書面主義の見 

直しについて 

  ① 押印についての認識 

  ② 押印廃止に対する認識 

③ 押印廃止と書面主義の見直しに対する取 

 組 

 ⑵ デジタル化によるオンライン申請の推進に 

ついて 

  ① デジタル化によるオンライン申請につい 

ての認識 

  ② マイナポータルぴったりサービスの活用 

２ 誰もが安心して暮らせる居住支援について 

 ⑴ 生活困窮者自立支援制度における住居確保 

給付金の認識 

 ⑵ 住宅セーフティネット制度の活用 

 ⑶ 居住支援の取組 

市 長 

関係部長 

１１ 15番 

梅 沢   弘 

 

＊一問一答 

１ 市長の政治姿勢について 

 ⑴ 鉄道高架事業の見直しについて 

  ① 鉄道高架訴訟の本質的要因 

② 賴重市長と川勝知事の面談と知事発言 

③ 新聞社社説の示唆に対する認識 

④ 政府税制調査会委員の知見に対する見解 

 ⑵ 本市の移住政策について 

 ⑶ 本市のＰＣＲ検査体制について 

 ⑷ 災害用トイレ問題について 

市 長 

関係部長 

１２ ３番 

平 野   謙 

 

＊一問一答 

１ コロナ禍における障害者の就労支援について 

⑴ 現状の認識 

 ⑵ 工賃向上のための取組 

  ① 障害者優先調達推進法の実績と認識、今 

後の目標 

② 市施設の積極的な活用 

 ⑶ 各部局との連携 

２ 年末年始の生活困窮者に対する支援体制につ 

いて 

 ⑴ 現状の認識 

 ⑵ 市役所閉庁時の相談体制 

 ⑶ 民間団体との連携 

市 長 

関係部長 



 

 

順番 氏 名 要 旨 
答 弁 を 

求める者 

１３ 16番 

岡 田 進 一 

 

＊一括方式 

１ 沼津海浜訓練場（今沢基地）の使用における 

課題と本市の基本的認識について 

 ⑴ 令和2年10月及び11月の今沢基地の使用状 

況と、本市の対応 

⑵ 訓練による近隣住民や漁業者等への影響 

⑶ 訓練の市民への周知と、本市の基本的認識 

市 長 

関係部長 

１４ 28番 

川 口 三 男 

 

＊一括方式 

１ コロナ禍の下、新しい生活様式と少子化を見 

据えた、本市の教育行政の在り方について 

 ⑴ コロナ禍における教育水準の確保 

 ⑵ ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた具体 

的な取組内容 

 ⑶ 20人学級の実現に向けた取組 

 ⑷ 教師の不祥事再発防止策と、その取組内容 

 ⑸ 新しい生活様式に基づく、特色ある教育を 

推進するための財源確保の認識 

市 長 

教 育 長 

１５ 18番 

山 下 富美子 

 

＊複合 

１ 犯罪被害者等支援条例の必要性について 

 ⑴ 沼津市の犯罪状況の県内他市町との比較に 

ついて 

  ① 刑法犯認知件数 

  ② 重要犯罪の動向 

  ③ 犯罪実態の背景 

 ⑵ 他市の犯罪被害者等支援条例の現状と取組 

について 

 ⑶ 犯罪被害者等への支援と課題について 

 ⑷ 沼津市における条例制定の取組について 

２ 子宮頸がんワクチン（ＨＰＶワクチン）にお 

ける問題点と対応について 

 ⑴ ＨＰＶワクチンの現状と課題について 

  ① 副反応被害者の実情 

  ② ＨＰＶワクチンのリスクと有効性 

  ③ 副反応被害への治療法や医療機関の体制 

  ④ 被害者への補償及び公的救済策 

 ⑵ 国のスタンスと自治体の対応について 

  ① 国の通知に対する考え方 

  ② 自治体における対応状況 

 ⑶ 沼津市における対応について 

市 長 

関係部長 



 

 

順番 氏 名 要 旨 
答 弁 を 

求める者 

１６ ４番 

大 場 豪 文 

 

＊一括方式 

１ 新型コロナウイルス感染症対策について 

 ⑴ 対策本部会議について 

 ⑵ 市民への情報提供について 

  ① ホームページ 

  ② 広報ぬまづ 

 ⑶ 市役所内における対策について 

 ⑷ 今後の対策について 

  ① 職員が感染しないための対策 

  ② 職員が感染した場合の対応 

市 長 

関係部長 

 


